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技術と社会の関係性理解に着目した小学校プログラミング教育の

検討: 小学校検定教科書と STEL を参考に 

 

阪東哲也＊1，藤原伸彦＊2，曽根直人＊3，長野仁志＊4，山田哲也＊5，伊藤陽介＊3 

これからの社会的問題の解決に向けて，技術が担う役割は極めて大きい。持続可能

な社会の創り手として，技術リテラシーの育成は喫緊の課題である。技術は複雑かつ

高度化しているため，日常生活に組み込まれている技術や，その仕組みを認識するこ

とが困難になっていくことが推察される。技術を理解し，実社会の課題を解決できる

能力の育成に向け，普通教育としての技術教育の充実を図ることの重要性が指摘でき

る。このような技術教育の領域のうち，情報技術に着目し，社会との関係性理解を深

められる小学校プログラミング教育の実践に向け，STEL（Standards for Technological 

and Engineering Literacy）と検定教科書を参考とし，今後の実践のあり方について検

討した。 

[キーワード：小学校，普通教育，プログラミング教育，技術リテラシー] 

1. はじめに 

これからの時代では，グローバル化や技術革新が

進展する社会の中で，環境・経済・社会の諸課題を

解決するために，技術が担う役割は極めて大きい。 

持続可能な社会の創造に向け，2015 年に国連で開

かれたサミットの中で，持続可能な開発目標(SDGs：

Sustainable Development Goals)が国際社会共通の

目標として定められた。SDGs には，「1 貧困をなく

そう」，「2 飢餓をゼロに」等，17 つの目標と，よ

り具体的にした 169 のターゲットが設定されている

[1]。この SDGs を達成するために，文部科学省は持

続可能な開発目標達成のための科学技術イノベー

ション(STI for SDGs)の推進に関する取り組みを進

めている。STI for SDGs ロードマップには，アプ

ローチとして，1)特定の技術で様々なサービス領域

の課題の解決に取り組む，2)特定の課題の解決に

様々な技術で取り組む，3)未来のあるべき姿から

バックキャストで課題の解決に取り組むと示されて

おり，1)のアプロ―チに対応し，AI戦略 2019が策定

されている[2]。AI戦略は，我が国の第 5科学技術基

本計画において目指すべき未来社会の姿として提唱

された Society5.0 の実現を通して，社会的問題を解

決するための AI利活用に関する方向性を示している

[3]。私たち一人一人が社会的問題を解決する当事者

として，これまで以上に技術との付き合い方を考え

ていく必要がある。 

Society5.0 時代の新たな教育として「未来の教室」

ビジョンが提言されている。「未来の教室」ビジョ

ンでは，3つの柱として，①学びの STEAM化，②学び

の自立化・個別最適化，③新しい学習基盤づくりが

示された。3 つの柱のうち，①学びの STEAM 化は，

「教科学習や総合的な学習の時間、特別活動も含め

たカリキュラム・マネジメントを通じ，一人ひとり

のワクワクする感覚を呼び覚まし、文理を問わず教

科知識や専門知識を習得する(＝「知る」)ことと，

探究・プロジェクト型学習(PBL)の中で知識に横串を

刺し，創造的・論理的に思考し，未知の課題やその

解決策を見出す(＝「創る」)こととが循環する学び

を実現すること」と示している。STEAM の捉え方は

十分に合意を得られていない状況ではあるが，我が

国においては，S(Science：科学)，T（Technology：

技術），E（Engineering:工学），M（Mathematics:

数学）に加えて，A(Art:芸術)だけではなく，幅広い

教養(リベラルアーツ)の要素が統合された，教科横

断的な学びと捉えられている[4]。学びの STEAM化の

実現に向けて,「プログラミング教育は基盤」と明示

された[5]。 

以上，社会的問題の解決に高い期待が寄せられて

おり，Technology(技術)の学習を実社会での問題発

見・解決にいかす教科横断的な教育の充実が求めら

れているが，その方向性は十分に教育課程に反映し
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ているとは言い難い。新しい時代の高等学校教育の

在り方ワーキンググループで提出された「新学習指

導要領の趣旨の実現と STEAM 教育について」の中で

は，Science，Mathematics に相当する共通教科「理

数」，Engineering(工学)については，(さまざまな

捉え方があるが，技術を活用した問題解決と捉える

のであれば)「総合的な探究の時間」に相当すると考

えられ，その充実の必要性が示されている[6]。しか

し，Technology(技術)に関する教育は明確に記述さ

れておらず，Technology(技術)に関する教育は関心

の中心には置かれていないと推察される。 

我が国における Technology(技術)に関する教育は，

中学校では技術・家庭科(技術分野)，高校では共通

教科「情報」が中心教科として設置されているが，

小学校では，明確に技術教育を学ぶ中心教科は設置

されていない。これからの時代で求められる社会的

問題の解決に向けて，小学校段階から技術に関する

素養を育成する教育を充実させることの重要性を指

摘できる。 

そこで，技術の見方・考え方を生かした社会での

問題解決につなげる資質・能力を育成する小学校段

階における技術教育のあり方を検討することとした。 

2. 小学校段階における普通教育としての

技術教育を充実させる重要性 

2.1 普通教育としての技術教育の意義 

技術教育は専門教育と普通教育に分けることがで

きる。学校教育法第二十九条には，「小学校は，心

身の発達に応じて，義務教育として行われる普通教

育のうち基礎的なものを施すことを目的とする。」

と示されていることから，小学校では普通教育とし

ての技術教育の枠組みで実施するといえる。 

普通教育としての技術教育(以下，「技術教育」の

表記は普通教育としての技術教育の意とする)の意義

に つ い て ， 世 界 の 技 術 教 育 を 牽 引 し て い る

International Technology and Engineering 

Educators Association (ITEEA)では全ての児童・生

徒に必要な資質・能力として技術リテラシーの育成

を提唱している。技術リテラシーとは「技術を活用，

管理，評価，理解する能力(P.9)」と定義しており，

技術リテラシーが身についた人の具体像として，

「時間とともに進化する高度な方法で，技術とは何

か，どのようにして作られるのか，どのように社会

を形成するか，そして，社会によってどのように技

術が形づくられるかを理解している(P.9)」と示して

いる[7]。 

この技術リテラシーの考え方に呼応するように，

我が国の技術科教育を牽引している日本産業技術教

育学会は「21 世紀の技術教育」で技術的素養(技術

リテラシー)を，「技術と社会との関わりについて理

解し，ものづくりを通して，技術に関する知識や技

能を活用し，技術的課題を適切に解決する能力，お

よび技術を公正に評価・活用する能力」と定義して

いる[8]。技術リテラシーは，技術イノベーション力

と技術ガバナンス力に大別できる。我が国の技術教

育を扱う中心教科である中学校の技術・家庭科(技術

分野)の学習指導要領(平成 29 年告示)に基づけば，

技術イノベーション力は新たな発想に基づく改良と

応用について考える力，技術ガバナンス力は技術を

評価し，適切な選択と管理・運用の在り方を考える

力と捉えられる[9]。 

中学校の技術・家庭科(技術分野)で育成する目標

の捉え方は時代とともに変化してきている。昭和 33

年学習指導要領において，職業科，職業・家庭科か

ら，技術・家庭科に名称を変更され，今日に至る。

昭和 33年学習指導要領では第 1目標として「生活に

必要な基礎的技術を習得させ，創造し生産する喜び

を味わわせ，近代技術に関する理解を与え，生活に

処する基本的な態度を養う」と示され，技術・家庭

科は男子が現在の技術科に類する学習内容(加工技術，

栽培等)，女子は家庭科に類する学習内容(調理，被

服製作等)と男女別の内容で実施された[10]。なお，

職業・家庭科と図画工作として統合して新たな教科

を新設する方針の構想も検討されていたことが報告

されている[11]。 

近年では，技術リテラシー育成の視点が重要視さ

れる方向性で改訂されている。森山は平成 29 年告示

の中学校学習指導要領と，平成 20年告示の中学校学

習指導要領を比較し，平成 29 年告示の中学校学習指

導要領改訂により，中学校の技術・家庭科(技術分

野)は技術リテラシーを授ける教科として明確に位置

づけられたと評価している[12]。 

国内外の技術リテラシーを育成する技術教育の実

施状況について，日本産業技術教育学会がリーフ

レットに整理している[13]。平成 26年度時点である

が，我が国を含めた 9 か国を比較すると，我が国と

イタリアが 3 年間と短く，アメリカ(ニューヨーク

州)，イギリス(イングランド)，カナダ(アルバータ

州)では小学校低学年から高等学校までの体系的な技

術教育に取り組まれていることが報告されている。

我が国が技術を活用した社会的問題の解決を図り，

国際社会におけるリーダーとなるためには，技術教

育の充実と発展は急務といえる。 

初等中等教育の枠組みでは技術教育のあり方を検

討するために，中学校学習指導要領で求められてい
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る技術リテラシー育成の教育を軸として，小学校と

中学校との接続を考慮する必要性が指摘できる。 

 

2.2 我が国の小学校段階における技術教育の内容 

我が国の小学校段階における技術教育のあり方を

検討するために，技術教育が対象とする学習内容を

整理する。日本産業技術教育学会では，「21 世紀の

技術(改訂)」で，技術教育に関する学習内容として，

1)材料と加工技術，2)エネルギー変換技術，3)情

報・システム・制御技術，4)生物育成技術の 4 領域

を例示している[14]。これらの学習内容は中学校技

術・家庭科(技術分野)における「A 材料と加工の技

術」，「B 生物育成の技術」，「C エネルギー変換

の技術」，「D 情報の技術」に対応している。 

我が国の小学校段階では，技術教育のうち，情報

教育は教科の枠組を超えて取り組むこととされてお

り，情報活用能力の育成を目標にしている。情報活

用能力は，1)情報活用の実践力，2)情報の科学的な

理解，3)情報社会に参画する態度の 3 観点で整理さ

れている。この情報活用能力は言語能力と同様に，

学習の基盤となる資質・能力として位置付けられた

ことを踏まえれば，技術教育の領域としては情報教

育に注力しているといえる。他領域については直接

的に明示されてはいないものの，一部の教科では技

術教育との関連も見られる。例えば，図画工作科と

「材料と加工の技術」，理科と「生物育成の技

術」・「エネルギー変換の技術」，また，平成 29年

告示の小学校学習指導要領解説総則編付録[15]の主

権者に関する教育(現代的な諸課題に関する教科等横

断的な教育内容)の参考例からは，社会科と「エネル

ギー変換の技術」，「生物育成の技術」，「情報の

技術」との関連性が認められる。 

我が国の技術教育を担う中学校技術・家庭科(技術

分野)の学習内容から，小学校段階で技術教育を学ぶ

中心教科は設置されていないものの，既設教科の学

習内容の一部は技術教育の要素を含んでいると考え

られる。 

 

2.3 世界に関わる技術の見方・考え方の重要性 

学校教育で設置されている教科は，児童・生徒が

日常生活，ひいては社会(世界)と関わるための様々

な視点（見方・考え方）となっており，視点を養う

ことは児童・生徒の生きる力を形成するための根本

といっても過言ではない。上述したように，技術の

ウエイトが大きくなっていることを考えると，技術

を世界に関わるための様々な視点の一つとして新た

に柱立てすることは，自然な流れであろう。 

このように，世界を見るための視座として，技術

を捉える考え方は学術会議が示した認識科学と設計

科学，科学的技術に対する考え方と合致していると

捉えられる[16]。図 1 に技術を中心に置いた学びと，

あり方を示す。各教科としての学びは対象のあるが

ままの姿を記述しようとする認識科学と対象のある

べき姿を追究する設計科学と位置づけられる。認識

科学と設計科学が融合し，実社会における問題解決

に向かうために科学的技術がその接点として機能す

 

図 1 認識科学と設計科学の融合と，科学的技術の関係 
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るといえる。森山は，技術教育の立場からこの認識

科学と設計科学とを架橋する「技術的問題解決に

よって実社会の問題を創造的に解決する学習活動」

を中心とする STEM/STEAM教育の学習モデルを提案し

ている[17]。提案されたモデルでは，他教科の学び

を統合し，問題解決につなげるために，技術教育に

関する内容知，方法知，見方・考え方のまとまりを

表す技術の学びが中心に据えられている。 

私たち市民の 1 人 1 人が実社会における問題解決

の当事者となるためには，まずは自分自身と社会に

おける技術の役割を理解する必要がある。また，科

学的技術に関する素養を身につけることで，精神的

な豊かさと関係する自己目的としての学びを達成す

ることにつながると指摘できる。この観点からは，

世界の見方・考え方として技術リテラシーが重要な

役割を担っており，技術リテラシーを育成する技術

教育を充実させることは喫緊の課題といえる。 

3.技術リテラシーを育成する 

小学校プログラミング教育実践に向けて 

3.1 我が国の情報教育の位置づけと小学校プログラ

ミング教育の関係 

我が国の小学校段階では各教科の学習を通して情

報活用能力を育成することとされている。各教科の

学習に取り組むということは技術教育の領域を背景

としない，汎用的な情報活用能力に関する資質・能

力の育成と捉えられる。つまり，小学校では技術教

育を学ぶ中心教科がないために，技術教育の目標で

ある技術リテラシーに関する内容は扱われにくい可

能性が指摘できる。この傍証として，技術リテラ

シーの側面の 1 つと考えられる情報の科学的な理解

に関しては，韓国，中国，インドネシアの中・高校

生と比較して，習得意欲，認知度ともに低水準で

あったことが報告されている[18]。 

情報の科学的な理解を育成する教育の充実に向け

ては，小学校プログラミング教育に高い期待が寄せ

られているが，小学校学習指導要領における小学校

プログラミング教育の位置づけは，このような期待

を十分反映したものとは言い難い。具体的には，小

学校プログラミング教育に関する学習は「イ 児童が

プログラミングを体験しながら，コンピュータに意

図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を

身に付けるための学習活動[15]」と示されている。

この記述からは，有識者会議や小学校プログラミン

グ教育の手引きで示された情報技術と社会の関係理

解につながる技術リテラシー育成に寄与する技術教

育の側面については十分に考慮されてはいないと指

摘できる。 

我が国の小学校プログラミング教育は情報活用能

力育成の教育として位置付けられている。狭義な論

理的思考の育成の教育として位置付けられてしまう

可能性が懸念されている[19]。 

 

3.2 論理的思考とプログラミング的思考の関係 

学校教育を通して，論理的思考を育成することの

重要性は指摘されて久しい。論理的思考は幅広い概

念であり，論理的思考を働かせる文脈によって，捉

え方が大きく異なると考えられる。プログラミング

教育を通して育成されるプログラミング的思考は自

分が意図する一連の活動を実現するために，どのよ

うな動きの組み合わせが必要であり，一つ一つの動

きに対応した記号を，どのように組み合わせたらい

いのか，記号の組み合わせをどのように改善してい

けば，より意図した活動に近づくのか，といったこ

とを論理的に考えていく力[15]」と定義されている。

プログラミング的思考はコンピュテーショナル・シ

ンキングと論理的思考に基づき造られた我が国独自

の概念である。黒田・森山はプログラミング的思考

と論理的思考の違いが明確でないと指摘している

[20]。ここで，論理的思考に簡単に整理する。 

平成 29年告示の学習指導要領内で論理的思考に関

連する記述を確認したところ，平成 29 年告示の小学

校学習指導要領では，国語科，社会科，体育科の中

で，中学校学習指導要領では，国語科，数学科，社

会科，体育科の中で「論理的」に考えることについ

て言及されている。また，国立教育政策所では，論

理的な思考に関する調査が行われており，国語的な

視点での捉え方と数学的な視点での捉え方で論理的

思考を捉えている[21]。これらを踏まえると，学校

教育における論理的思考に関わる教育は，国語で扱

われる言葉や数学で扱われる記号の操作を通じて，

体育科等の文脈に応じた汎用的な論理的思考を育成

するものと認識されていると推察される。一方で，

日本産業技術教育学会が発刊している「小・中・高

等学校におけるプログラミング教育実践」では，論

理的思考は「問題に対して筋道を立てて論理的に考

える力」と定義されており，問題解決の文脈で働く

思考と位置付けられている[22]。 

このように，学校現場においては言葉や記号を操

作する汎用的な論理的思考の育成に取り組んでいる

といえる。一方で，小学校プログラミング教育では，

問題解決における論理的思考を対象としている。文

脈という点で 2 つの論理的思考は質的にも異なるも

のであるといえる。黒田らの指摘のように，プログ

ラミング的思考と論理的思考の区別が明確にされず，
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同質の論理的思考の育成が求められるとすれば，限

られた授業時数の中では，汎用的な論理的思考に注

力したいと考えることについては一定の理解ができ

る。しかし，上述したように，社会的問題解決につ

ながる資質・能力の育成がこれからの教育に求めら

れていることを踏まえると，プログラミングの学習

に取り組む上で，論理的思考の中でも，問題解決の

文脈で働く論理的思考の育成と位置づけることの重

要性が指摘できる。 

 

3.3 技術教育に関する学びのインターフェースとし

ての小学校プログラミング教育 

問題解決を中心とし，小学校で取り組む技術教育

と関係がある教育と，育成する資質・能力の関係を

表 1 に整理する。問題解決につながる資質・能力を

育成する教育として，情報教育が実施されるが，そ

の内実としてはどのように問題解決すれば良いか，

その思考プロセスに焦点化されており，技術リテラ

シーの育成までは含まれていないものといえる。小

学校プログラミング教育の必修化に伴い，教科は新

設されず，情報に関する基礎的なスキルについては，

探究的な学習に位置付けるとの条件の中で，総合的

な学習の時間で扱うことが明示された[23]。あくま

で情報に関する基礎的なスキルに関する習得につい

てのみ言及されており，普通教育としての技術教育

の側面は考慮されていない。 

小学校プログラミング教育実践を捉える上で，問

題解決における論理的思考プロセスに焦点化される

ことについて，2つの課題が指摘できる。 

課題の 1 つ目は，編み出した問題解決の方法が現

実の社会的問題の解決に結びつけられない可能性で

ある。現実の社会的問題解決に取り組む学習活動の

1 つに話し合いや討論などが考えられる。このよう

な学習に取り組む中で，社会的問題の背景にある原

因に関する根拠資料を論理的に整理し，解決方法を

検討することはできる。しかし，実際に技術を活用

して問題を解決するためには，技術の特徴を理解し

た上で，適切な技術を選択し，そして，試行錯誤し

ながら，運用・管理することまでが求められる。こ

の問題解決に必要な技術に関わる資質・能力は，技

術リテラシーである。技術リテラシーが十分に身に

ついていない状態では，問題解決方法の提案の先に

ある実際の問題解決につなげることは困難といえる。 

課題の 2 つ目は，社会的問題の解決に情報技術以

外の技術の適用が検討されにくくなる可能性である。

確かに，現実の社会的問題の解決に対して，情報技

術の有用性は極めて高い。しかし，扱う社会的問題

の性質によっては情報技術以外の技術の適用を検討

できる。例えば，持続可能な環境保全に向け，商品

購入の際のビニール袋が有料化される等，プラス

チックごみに関する取り組みが注目されている。プ

ラスチックごみに関する問題解決に向けて，1)3R(リ

ユース，リデュース，リサイクル)を意識して日常生

活を見直す，2)環境に優しい素材に代替する，3)プ

ラスチックが自然に還元されるような技術を開発す

る等を挙げられるが，新たな取り組み方として，ご

みを出さない「loop」という仕組みが社会実装され

つつあり，広がりを見せているところである[24]。

持続可能な社会の実現に貢献するのは情報分野だけ

ではない。情報分野での学びを通して，さらに適切

に技術を活用するために，領域にとらわれない技術

の本質や特徴を理解することが重要である。 

これまで小学校段階では情報教育として情報活用

能力の育成に取り組んできた。これからの時代に求

められる教育として，現実の問題解決につなげるた

めに，情報活用能力の育成に加えて，技術の見方・

考え方に相当する技術リテラシーの育成を取り上げ

られる。現時点では，小学校段階で体系的な技術教

育が実施されていないことを踏まえると，情報活用

能力，技術リテラシー，問題解決能力を総合的な育

 

表 1 小学校学習指導要領の視点に基づくプログラミングに関連する教育と育成する能力との対応関係 

 各教科 情報教育 プログラミング教育 普通教育としての技術教育 

問題解決能力 ○ ○ ○ ○ 

情報活用能力 ○ ○ ○ ○ 

論理的思考 ○  ○ ○ 

技術リテラシー  △ △ → ○ ○ 

〇 明確に対応関係が認められるもの 

△ 対応関係があると思われるが，明確には読み取れないもの 

空白 対応関係があると読み取れないもの 
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成に寄与する技術教育の学びのインターフェースと

して，小学校プログラミング教育を位置づけること

の重要性が指摘できる(図 2)。 

 

3.4 小学校における技術教育が対象とする学習内容 

小学校における技術教育が対象とする学習内容の

具体については，ITEEA が提出した Standard for 

Technology and Engineering Literacy (STEL)を参

考にすることができる。 STEL は Standard for 

Technology Literacy(STL)を拡張したものである。

STELにおける Technologyとは，人間がデザインした

製品，システム，プロセスを通じて、ニーズや欲求

を満たすために，自然環境を改良することであり，

Engineering は与えられた制約の下で，基準によっ

て定められたニーズに合うように，科学的原理と数

学的推論を使用して技術を最適化すること(P.8)と定

義している[25]。 

STEL では，下記のように技術・工学教育に関する

8 つのコア領域スタンダードが設定されている。 

1)技術・工学の本質と特性 

2)技術・工学の中心概念 

3)知識，技能，実践の統合 

4)技術の影響 

5)技術開発に対する社会の影響 

6)技術の歴史 

7)技術・工学教育におけるデザイン 

8)技術製品・システムの活用・管理・評価 

各コア領域スタンダードに対して，K-12(幼稚園か

ら高等学校まで)の枠組で，P-2，3-5，6-8，9-12 の

4 段階で区切られた具体的な評価基準(ベンチマー

ク)が示されている。 

先に挙げた 8 つのコア領域スタンダードにおける

小学校段階に当たる P-2，3-5 を中心として，小学校

教科との関連性について検討する。例えば，「2)技

術・工学の中心概念」や「7)技術・工学教育におけ

るデザイン」には，ものづくりとプロセス，協働，

デザインを扱う内容である。これらの内容は，生活

や社会の中の形や色などと豊かにかかわる資質・能

力として，図画工作科との関連が認められる。また，

「5)技術開発に対する社会の影響」，「6)技術の歴

史」は，社会と技術のつながりを扱う内容である。

具体的には，技術の進展と普及が社会に与える影響，

また，社会が技術開発に与える影響等が含まれる。

もし，技術の進展を社会的事象の 1 つとして捉える

ならば，技術の進展と普及を地域の人々や国民の生

活と関連付けるという点で小学校社会科における

「社会的な見方・考え方」に通じるものがある。ま

た，別の観点から，有識者の言説を拠り所にしなが

ら，技術の進展がどのような社会・未来を形作るの

かについて，論理的に思考する力や豊かに想像する

力を養うという点では，国語の見方・考え方との関

連が認められる。 

小学校の技術教育に必要な要素を抽出するための

資料として，この 8 つのコア領域スタンダードは参

考になる。各教科の見方・考え方との関連を考慮し，

現時点での我が国の小学校の教育課程の枠組みで，

技術教育の観点を踏まえた実践可能な小学校プログ

ラミング教育実践を検討する必要がある。 

 

3.5 技術リテラシーの観点を踏まえた教科における

小学校プログラミング教育実践の検討 

技術リテラシーの観点を踏まえた小学校プログラ

ミング教育実践について，総合的な学習の時間での

実践が報告されている。黒田・森山は教員が提示し

た身近な日常生活の問題を解決するためにプログラ

ミングに取り組ませ，プログラミングの思考過程が

コンピュータを活用して社会や自分の生活をよりよ

くしたいといった意識の向上に影響することを示し

た[26]。また，鳴門教育大学では附属小学校と附属

中学校の 3 校が連携し，技術リテラシー，問題解決

能力，情報活用能力を育成するプログラミング教育

に関する研究に取り組み，小学校と中学校における

プログラミング教育の先進的な実践をまとめた書籍

を刊行している[27]。本稿は，この研究成果を踏ま

え，小学校プログラミング教育を通して，技術の見

方・考え方と社会のつながりを意識させる教育実践

の構築を検討することを目的とする。 

このような教育実践の構築に向けて，共通の指導

材である検定教科書は重要である。小学校の検定教

科書に着目した研究としては，例えば，プログラミ

 

図 2 小学校プログラミング教育の位置づけ 
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ングに関する語句を抽出し，教科書間の比較を行っ

た研究が見られる[28]。しかし，上述したように，

技術教育の学びにつながる要素に関する基礎的知見

の蓄積は十分とはいえない。現在の教育課程の中で，

これらの内容を取り入れた単元を計画し，授業実践

を行うためには，学習指導要領を実現するための資

料と位置付けられる教科書との関係を探る必要があ

る。 

そこで，STEL の 8 つのコア領域スタンダードを参

考に，技術と生活の関係理解を深めるカリキュラ

ム・マネジメントを行うために，小学校で使用され

る検定教科書の調査を行い，基礎的知見を得ること

とした。 

4. 方法 

調査方法は平成 30 年告示の学習指導要領に基づき，

教科用として編修された図書である小学校用教科用

図書（以下，教科書)を対象とした。8 つのコア領域

スタンダードを踏まえ，各教科の見方・考え方との

関連が考えられる教科として，国語科，社会科，理

科，図画工作科，家庭科を取り上げることとした。

各教科で検討した教科書は，国語科 4 社，社会科 3

社，理科 6社，図画工作科 2社，家庭科 2社である。 

小学校プログラミング教育が情報教育の領域であ

ることを考慮し，情報教育に関する内容を検討する

こととした。 

5. 結果と考察 

本稿では試案のため，8 つのコア領域スタンダー

ドに設定されたベンチマークのうち，各教科の見

方・考え方と関連がみられる項目を 1 つずつ取り上

げることとした。教科書の調査について，教員が単

元ごとに教科書会社を自由に変更できない点を考慮

し，教科書会社が共通に取り上げている内容を取り

上げることとした。検討した内容を表 2に示す。 

図画工作科は「1)技術・工学の本質と特性」，

「2)技術・工学の中心概念」，「7)技術・工学教育

におけるデザイン」との関連が認められる。図画工

作科の見方・考え方は，「(2)造形的なよさや美しさ，

表したいこと，表し方などについて考え，創造的に

発想や構想をしたり，作品などに対する自分の見方

や感じ方を深めたりすることができるようにす

る。」，「(3)つくりだす喜びを味わうとともに，感

性を育み，楽しく豊かな生活を創造しようとする態

度を養い，豊かな情操を培う。」と示されており

[29]，創造的に作り出すこと，デザインすることと

いった領域との親和性が高い。プログラミングを取

り入れつつ，「自分が表したいことは…」，「光ら

せ方を工夫すると…」といった自由に表現できる

オープンエンド型の課題を設定できる。想像力・創

造力を生かした学習活動は正解が明確に決まるク

ローズエンド型の課題ではなく，オープンエンド型

の課題に取り組むことが自由な発想で取り組めるた

め望ましい。また，図画工作科には工作に表す活動

がある。アイデアを出すだけではなく，実際に試作

品を作る活動に取り組むことで，図画工作科と技術

教育の見方・考え方の育成につなげることが期待で

きる。 

次に，社会科は「5)技術開発に対する社会の影

響」，「6)技術の歴史」と関連が見られる。社会科

では，「市の様子の移り変わり」の学習で時間の経

過に伴う生活の変化を調べる学習に取り組む。現在

の道具としてコンピュータに着目し，コンピュータ

が登場する前の道具と比較することで，生活の変化

の時系列的な変化を捉える社会科の見方・考え方と

同時に，技術教育の見方・考え方の育成につながる

といえる。また，社会科では国民生活との関連を踏

まえて理解することが目標の 1 つとして設定されて

いる。地域の課題解決と関連するプログラミングの

体験を行い，技術と社会の影響の関係を考えさせる

ことによって，社会科と技術教育の見方・考え方の

育成につなげられる。 

そして，理科は「3)知識，技能，実践の統合」と

の関連が認められる。理科では電気の利用に関する

学習として，電気に関する科学的な知識を学び，技

術・工学の実践を統合することで，エネルギー資源

の有効利用という現実社会の問題を解決している。

プログラミングは科学の日常生活への適用として，

複数の学問領域の仲立ちをするものと考えられる。 

また，国語科は「4)技術の影響」との関連が認め

られる。現行の国語科の教科書では情報社会(AI，テ

クノジー，プログラミング)をテーマにして資料が掲

載されている。資料の言説に基づき，未来の社会を

イメージしたり，言葉で表現したりすることは国語

科の見方・考え方を育成する。さらに，実感をもっ

た理解につなげるためには，情報技術としてプログ

ラミングを体験することが重要な役割をもつものと

指摘できる。このようなプログラミングの体験例と

しては，自動運転や，無人レジのような未来の生活

のイメージが膨らむものが挙げられる。 

最後に，家庭科は「8)技術製品・システムの活

用・管理・評価」との関連が見られる。家庭科は身

近な生活を取り上げて，これからの生活を見つめ直

すことを対象としている。スマートスピーカ，ス

マート LED 等，スマート家電も普及しつつあり，情

報技術と日常生活とのつながりは意識されやすく
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なってきていると推察される。プログラミングの体

験を通して，身近にある製品に使われている技術に

ついて気づきを得ることができ，持続可能な社会の

創造に向けて，消費行動を見直すことが期待できる。 

6. まとめ 

社会的問題の解決に向けて，技術教育の意義，お

よび小学校段階から技術リテラシー育成のための教

育を充実させる必要性を論じた。 

小学校検定教科書とSTELとの関係を探り，世界を見

るために必要な技術の見方・考え方を培うことを主眼

とした，現在の小学校教育課程でのプログラミング教

育実践の在り方の検討を行ったところ，本条件下で下

記のような結果が得られた。 

(1)現実の社会的問題を解決するために，小学校から

の体系的な技術の見方・考え方を育成することが

重要であること。 

(2)小学校には技術教育を中心として学ぶ教科は設置

されていないが，小学校プログラミング教育を学

びのインターフェースとして各教科で実施できる

可能性があること。 

(3)STEL の 8 つのコア領域スタンダードに基づき，単

元設計を考慮することで，各教科の枠組みと技術

教育における小学校プログラミング教育との関連

がより明確になること。 

技術の見方・考え方として，技術リテラシー育成を

考慮することで，小学校プログラミング教育と各教科

との関連性が明確になる可能性が示唆された。 

今後の課題は，STELのコア領域スタンダードとベン

チマークがどの程度，現在の教育課程の中で取り上げ

られるかについて検討することである。また，本稿で

検討した内容に関して，どの学年で実施し，小学校全

体のカリキュラムに位置づけられるかについてはさら

なる検討が必要である。 

これまで技術を活用・改善しながら未来を切り拓い

てきた先達の知恵を継承しつつ，未曾有の社会変化に

対応できる，また，現在の深刻な社会的問題を解決で

きる技術リテラシーを身につけた人材育成のための教

表 2 コア領域スタンダードと各教科との関連 
コア領域スタンダード ベンチマークの例 教科 学習指導要領との関連 活動例 

1)技術・工学の本質と

特性 

誰でも創り出せる

ことを示す。 
図画工作 

表現 絵や立体，工作に表す活動 

(表したいことを基にして，表し方

を工夫して表すこと) 

1.コンピュータを使った簡単なアニメー

ションを作る。 

2)技術・工学の中心概

念 

素材の特徴に合わ

せて，使用するも

のを選んだことを

説明する。 

図画工作 

表現 絵や立体，工作に表す活動 

(表したいことや用途などを考え，

形や色，材料などを生かしなが

ら，どのように表すかについて考

えること） 

1.光(LED や豆電球等)を取り入れた制作物

を設計する。 

2.光らせ方を変化させるプログラミング体

験を行う。 

3)知識，技能，実践の

統合 

技術・工学と他の

領域との関係性を

説明する。 

理科 電気の利用 

1.電気の利用，変換について学ぶ。 

2.センサーを活用した教材を用いたプログ

ラミング体験を行う。 

3.技術と科学の関係を考える。 

4)技術の影響 

人間の思考，交

流，コミュニケー

ションの方法を変

えた技術の例を分

析する。 

国語 

読むこと：文章の内容と自分の体

験とを結びつけて，感想をもつこ

と。 

1.情報社会(AI，テクノロジー，プログラ

ミング)をテーマにした資料を読む。 

2.プログラミングの体験を行う。 

3.体験に基づき，自分の考えを論じる。 

5)技術開発に対する社

会の影響 

個人や社会のニー

ズが変化したとき

に，技術がどのよ

うに開発または適

応されるかを説明

する。 

社会 我が国の産業と情報とのかかわり 

1.情報を集め発信するまでの工夫や努力を

調べる。 

2.様々な産業との関わりのある情報通信技

術に関するプログラミング体験を行う。 

3.社会の変化によって変化する技術とこれ

からの社会について考える。 

6)技術の歴史 

技術による人々の

生活や仕事の仕方

の時系列的な変化

を論じる。 

社会 市の様子の移り変わり 

1.時間の経過に伴う市や人々の生活の様子

の生活に関する変化を調べる。 

2.コンピュータ，プログラミングの働きを

体験する。 

3.道具(技術)と生活の変化を整理する。 

7)技術・工学教育にお

けるデザイン 

デザインはニーズ

に対応しているこ

とを説明する。 

図画工作 

表現 絵や立体，工作に表す活動 

(感じたこと，想像したこと，見た

こと，伝えあいたいことから，表

したいことを見付けること） 

1.コンピュータが搭載されていない身近な

製品から，コンピュータが搭載されたら

できそうな，あったらいいな，できたら

いいなと思う製品のアイデアを考える。 

2.実際にシングルボードコンピュータ等を

搭載して，試作品を制作する。 

3.試作品のデザインを評価する。 

8)技術製品・システム

の活用・管理・評価 

製品やシステムを

使用する際のト

レードオフを評価

するために，情報

を検討する。 

家庭科 環境に配慮した生活 

1.生活と身近な環境の関わりを調べ，環境

に配慮した行動を調べる。 

2.身近にある製品と関連するプログラミン

グの体験を行う。 

3.持続可能な社会と技術について考え，環

境に配慮するために自分の生活を見直

す。 
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育の充実に引き続き取り組んでいきたい。 
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